
10月25日、「市民緑花フェア」が市民のもり公園で開催さ
れました。苗木の無償配布やガーデニング教室など、緑豊れました。苗木の無償配布やガーデニング教室など、緑豊か
なまちづくりを目指した多彩なイベントが行われ、会場はなまちづくりを目指した多彩なイベントが行われ、会場は大
勢の来場者でにぎわいました。勢の来場者でにぎわいました。 
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幼
い
こ
ろ
、
捨
て
ネ
コ
を
拾
っ

て
帰
っ
た
の
で
す
が
、
親
に
「
う

ち
で
は
飼
え
な
い
」
と
言
わ
れ
た

事
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
私
自

身
が
親
に
な
っ
た
今
、
自
分
の
子

ど
も
が
ネ
コ
を
拾
っ
て
き
て
も
、

す
ぐ
に
飼
え
る
状
況
で
は
な
い
の

で
、
同
じ
こ
と
を
言
う
で
し
ょ
う
。

今
で
も
、
心
無
い
人
に
捨
て
ら

れ
る
ネ
コ
は
、
少
な
く
な
い
よ
う

で
す
。
小
さ
く
て
も
大
切
な
命
を

守
る
に
は
、
最
後
ま
で
責
任
を
持

つ
と
い
う
、
飼
い
主
の
心
掛
け
が

重
要
で
す
。
ネ
コ
は
、
飼
い
主
が

選
べ
な
い
の
で
す
か
ら
。

（
あ
）
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流れを作るムードメーカー 
　　感謝を胸に社会へ巣立つ 
 
県立伊勢崎商業高等学校　3年　　小沢 孝行 くん 
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ス
と
し
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ

り
ま
し
た
」

既
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
引
退

し
、
就
職
先
も
決
ま
り
ま
し
た
。

「
練
習
が
遅
く
な
っ
て
も
、
勉
強

は
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
が

あ
る
の
は
部
活
だ
け
じ
ゃ
な
く
勉

強
に
も
熱
心
な
先
生
た
ち
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
」

現
在
は
３
人
の
兄
た
ち
と
一
緒

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
。
憧
れ

の
兄
は
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
ラ
イ

バ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
は
目
指
す
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
超
え
て
い
き
た
い
で
す
」

憧
れ
と
感
謝
を
胸
に
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

１
点
を
争
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

試
合
。
緊
迫
し
た
ラ
リ
ー
中
に
ト

ス
が
上
が
り
ま
す
。
流
れ
を
引
き

寄
せ
る
ア
タ
ッ
ク
を
決
め
た
の
は

小
沢
孝
行
く
ん
。

「
エ
ー
ス
で
あ
り
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー

と
い
う
チ
ー
ム
の
盛
り
上
げ
役
で

し
た
。
盛
り
上
げ
る
と
み
ん
な
が

乗
っ
て
く
る
の
で
、
試
合
の
流
れ

が
良
く
な
り
ま
す
」

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
の
は

中
学
生
の
時
。
３
人
の
兄
は
全
員

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。

「
一
番
上
の
兄
が
高
校
生
の
時
、

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ

の
姿
に
憧
れ
て
自
分
も
や
っ
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
」

高
校
２
年
生
の
夏
。
試
合
中
に

気
合
い
が
入
り
過
ぎ
て
肩
に
け
が

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま

う
の
が
申
し
訳
な
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
治
っ
た
と
き
に
、
仲
間
か

ら
『
や
っ
と
戻
っ
て
き
た
』
と
温

か
く
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

そ
れ
か
ら
仲
間
と
一
つ
の
ボ
ー

ル
に
た
く
さ
ん
の
思
い
を
込
め
て
、

一
緒
に
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
印
象

に
残
っ
て
い
る
試
合
を
聞
く
と
。

「
県
大
会
の
準
決
勝
で
す
。
ワ
ン

プ
レ
ー
で
試
合
の
流
れ
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
緊
迫
し
た
試
合
で
、
エ
ー

プロフィル

おざわ・たかゆき
チームのエース兼ムード
メーカーとして活躍し、先
輩たちが残した県ベスト
4に並ぶ成績を挙げチー
ムを関東大会へ導いた功
労者。
部活の練習疲れにも負け
ず、こつこつと勉強を続
けた努力家でもある。

11/27蘆 28 蘆 29 蘆 30
11/28蘆 29 蘆 30 蘆 12/1
12/2 蘆 3 蘆 4
12/5 蘆 6 蘆 7 蘆 8
12/5 蘆 6 蘆 7

◆【場外発売】飯塚市営第9回2節（飯塚） 

◆【場外発売】川口市営第10回2節（川口） 

◆第18回日刊スポーツ杯争奪戦 

◆【場外発売】川口市営第11回1節（川口） 

◆【場外発売】飯塚市営第8回2節（飯塚） 

売上金は機械工業の振興・社会福祉の 
増進などに広く役立てられています 
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野良ネコがかわいそうだという気持ちから、
餌を与える人がいます。しかし、むやみに与え
ると、飼い主が分からないネコが集まり、子ネ
コが生まれてしまい、結果的に不幸なネコが増
えてしまいます。そして、至る所にふん尿をし
たりごみ袋を荒らしたりして、近所に迷惑を掛
けることになります。飼いネコ以外には、むや
みに餌を与えないようにしましょう。

飼いネコには、飼い主が分かるように、名札

（迷子札）や首輪を付けてほしいニャン

健康な雌ネコは生後約8か月で成熟し、妊娠で
きるようになります。1回の出産で2～8匹生む
ので、あっという間に増えてしまい、もらい手
を見つけるのも難しくなってしまいます。必要
以上の子ネコが生まれるのを防ぐため、不妊・
去勢手術を受けましょう。これにより、発情期
特有の異様な鳴き声も止み、生殖器系の病気の
予防にも役立ちます。

1匹の雌ネコを不妊しないで飼うと、1年後

には約20匹、2年後には80匹を超えてしま

うニャン

飼う前に、最後まで責任を持って飼えるかど
うかを家族全員で確認することで、初めてネコ
との幸せな暮らしが実現できます。飼い始めた
ら最後まで、責任と愛情を持って家族の一員と
して一緒に生活しましょう。また、人と共通の
病気の感染を防ぐためにも、ネコの健康管理も
定期的に行ってください。
ネコと人が仲良く共生できる社会を目指して、

みんなで取り組んでいきましょう。

お互いによきパートナーを目指そうニャン

ネコにとって家の外は、交通事故・けんかによるけがや感染症など、さまざまな危険でいっぱいです。
また、知らないうちに、近所の庭を荒らしたり、ふん尿で迷惑を掛けたりしているかもしれません。適切
な空間を確保すれば、室内で飼うことがネコにとってストレスになることはありません。ネコが自由に外
へ出られる放し飼いはやめ、飼い主の目が届く家の中で飼いましょう。

【屋内飼育のポイント】
● 食事・トイレ・遊び・休憩などの場所を用意する
● 排せつのしつけを徹底する
● 立体的な運動ができるように、高低差のある物を用意する
● 外に逃げ出さないように、窓・ドアなどの開閉に注意する

ネコはきれい好き。特に、トイレの砂などは、まめに取り替えてほしいニャン

ネコは表情やしぐさが愛らしく、また食事の量も少なく経済的で、飼育しやすい動物です。ネ

コとの生活を快適に過ごすため、飼い主にはきちんと世話をする責任があります。ネコがほかの

人や近所に迷惑を掛けないようにするとともに、ネコ自身を危険から守ってあげましょう。

問い合わせ 環境保全課（茂呂クリーンセンター内、蕁20－3457）
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図1　死因別死亡者数（伊勢崎市・平成20年） 

がん 436人 

 

心疾患 293人 

その他 418人 

肺炎・気管支炎 
358人 

脳血管疾患 
137人 

図3　がん検診種類別受診率（伊勢崎市・平成20年） 

前
立
腺 

肺 子
宮 

乳 大
腸 

胃 

0

20

40

60

80

100

17.0％ 17.2％ 18.0％ 
15.8％ 

50.9％ 

27.0％ 

図4　乳・子宮がんの検診受診率 
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図2　がん部位別死亡者数（伊勢崎市・平成20年） 
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がん検診を受けていますか。医療技術の進歩により、多くのがんが検診で早期に発見できるよ

うになりました。早期に発見できれば治る可能性が高くなってきています。今回は、がん検診に

ついて、2人の保健師にインタビューしました。

問い合わせ 健康管理課（蕁23－6675）

―
―
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
、
が
ん

に
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

小
島

男
性
が
約
54
％
、
女
性
が

約
41
％
で
す
。
日
本
人
の
２
人
に

１
人
は
、
が
ん
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。

―
―
と
て
も
多
い
で
す
ね
。
と
い

う
こ
と
は
、
が
ん
で
亡
く
な
る
人

も
多
い
で
す
よ
ね
。

植
野

平
成
19
年
に
が
ん
で
亡
く

な
っ
た
人
は
、
全
国
で
約
33
万
人
。

死
亡
者
全
体
の
約
30
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

―
―
亡
く
な
っ
た
人
の
う
ち
、
３

人
に
１
人
は
、
が
ん
が
原
因
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

小
島

こ
れ
は
、
世
界
各
国
の
中

で
も
非
常
に
高
い
割
合
で
す
。
日

本
は
、
世
界
有
数
の
「
が
ん
大
国
」

と
も
い
え
ま
す
。

―
―
本
市
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

植
野

本
市
で
も
、
が
ん
に
よ
る

死
亡
者
の
割
合
は
高
く
て
、
死
因

の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次

の
ペ
ー
ジ
の
図
１
を
見
て
く
だ
さ

い
。

―
―
昨
年
の
本
市
の
死
亡
者
全
体

の
う
ち
、
４
３
６
人
（
約
27
％
）

の
人
が
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
ね
。

小
島

図
２
で
部
位
別
に
見
る
と
、

肺
が
ん
が
最
も
多
く
86
人
で
、
続

い
て
大
腸
・
直
腸
が
ん
65
人
、
胃

が
ん
59
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
が
ん
へ
の
有
効
な
対
策
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

植
野

が
ん
は
、
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
、
治
る

確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
昨
年
の

が
ん
検
診
で
、
が
ん
が
見
つ
か
っ

た
人
数
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

―
―
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け

て
、
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
の

が
大
切
な
ん
で
す
ね
。

小
島

そ
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ

に
、
が
ん
を
早
期
に
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、「
治
療
方
法
の

選
択
肢
が
増
え
る
」「
体
に
負
担

の
少
な
い
治
療
で
済
む
」「
医
療

費
が
少
な
く
て
済
む
」「
治
療
後

の
日
常
生
活
へ
の
影
響
が
少
な
い
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
ん
で
す
。

―
―
「
検
診
を
受
け
る
の
は
面
倒

だ
」
と
か
、「
症
状
が
出
た
ら
医

者
に
行
け
ば
よ
い
」
と
い
う
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。

植
野

そ
う
で
す
ね
。
昨
年
の
本

市
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
、
平
均

で
約
24
％
。
図
３
は
、
が
ん
検
診

の
種
類
別
の
受
診
状
況
で
す
。

―
―
と
て
も
低
い
で
す
ね
。
そ
の

中
で
も
特
に
、
最
近
多
い
と
い
う
、

乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
の
受
診
率
が

低
い
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

小
島

図
４
（
※
）
は
、
そ
の
二

つ
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
、
ほ

か
の
国
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

欧
米
の
受
診
率
が
70
％
以
上
で
あ

る
の
に
対
し
、
日
本
は
25
％
以
下

と
な
っ
て
い
ま
す
。

検診でがんが見つかった人数 
　　　（伊勢崎市・平成20年） 

　  がんの種類 

胃 

大腸 

乳・甲状腺 

子宮 

肺 

前立腺 

人数 

38人 

25人 

12人 

11人 

24人 

38人 

が
ん
大
国
日
本

本
市
の
現
状

早
期
発
見
・
早
期
治
療

低
い
検
診
受
診
率

検
診
料
を
補
助

低
料
金
で
受
診
で
き
ま
す

植
野

が
ん
検
診
に
対
し
て
、
皆

さ
ん
に
も
っ
と
積
極
的
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

※
図
４
の
数
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア

メ
リ
カ
・
韓
国
＝
平
成
17
年
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
＝
平
成
18
年
、
イ
ギ

リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
・
日
本
＝
平
成
19
年
の
も

の
で
す

―
―
し
か
し
、
が
ん
検
診
を
受
け

る
に
は
、
と
て
も
費
用
が
か
か
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
が
。

小
島

本
市
で
は
、
検
診
料
を
補

助
し
て
い
ま
す
の
で
、
わ
ず
か
な

自
己
負
担
で
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
の
が
ん

検
診
一
覧
を
見
て
く
だ
さ
い
。

―
―
ど
の
が
ん
検
診
に
も
、
市
の

補
助
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
な

ら
安
心
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

植
野

本
年
度
の
が
ん
検
診
は
、

も
う
お
済
み
で
す
か
。
肺
が
ん
検

診
の
日
程
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

そ
の
ほ
か
の
が
ん
検
診
は
、
ま
だ

受
け
ら
れ
ま
す
。

小
島

日
程
な
ど
の
詳
細
は
、
３

月
に
対
象
者
に
郵
送
し
た
「
が
ん

検
診
の
お
知
ら
せ
」
や
全
世
帯
に

配
布
し
た
「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か

本市では、検診料を補助しています。下記の検診料の

うち、「⇒」の右側が自己負担額です。また、70歳以上、

市県民税非課税世帯・生活保護世帯の人は無料です。

●集団検診＝公民館や保健センターで受診します

●個別検診＝医療機関で予約して受診します

※いずれの検診も受診券が必要です

検診名 対　象 内　容 検診料 

胃がん検診 

子宮がん検診 

前立腺がん検診 

大腸がん検診 

乳がん検診 

肺がん検診 
※ 本年度は終了し 
ました 

胃X線 
検診 

40歳以上の人 

20歳以上の女 
性 

50歳から 84
歳までの男性 

40歳以上の人 

40歳以上の偶 
数年齢の女性 

40歳以上の人 

バリウムを飲んで胃の X
線検査をします 

内視鏡で胃の中を直接観 
察します 
※個別検診だけです 

内診と子宮 頸 
けい 

部の細胞を 
調べます 

血液検査で前立腺特異抗 
原（ PSA） を調べます 

便潜血検査で大腸内の出 
血を調べます 

乳房の視触診とマンモグ 
ラフィー （ X線 ） 検査を 
します 

胸部Ｘ線検査と 痰に出る 
たん 

細胞を調べます 
※集団検診だけです 

集団検診 4,116円 ⇒ 自己負担額 500円 
個別検診 12,330円 ⇒ 自己負担額 1,000円 

個別検診 14,248円 ⇒ 自己負担額 2,000円 

集団検診 3,885円 ⇒ 自己負担額 500円 
個別検診 6,258円 ⇒ 自己負担額 1,000円 

1,365円～ 2,465円 ⇒ 自己負担額 無　料 
※個別検診・集団検診いずれも 

集団検診 2,310円 ⇒ 自己負担額 500円 
個別検診 3,800円 ⇒ 自己負担額 1,000円 

集団検診 5,922円～ 6,930円 
⇒ 自己負担額 1,000円 

個別検診 6,170円～ 7,990円 
⇒ 自己負担額 1,000円 

Ｘ線検査 1,260円 ⇒ 自己負担額 無　料 
痰検査 2,467円 ⇒ 自己負担額 500円 

胃カメラ 
検診 

いせさき健康プロジェクト⑤　がん検診はお済みですか

植野保健師植野保健師 小島保健師 

植野保健師植野保健師 植野保健師 
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
放
課

後
に
帰
宅
し
て
も
、
仕
事
な
ど
で

保
護
者
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
を

預
か
り
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の

場
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。
保
育

経
験
の
あ
る
指
導
員
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
じ
て
児
童
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

平
日
は
、
放
課
後
か
ら
午
後
７

時
ご
ろ
ま
で
、
土
曜
日
や
学
校
の

長
期
休
業
期
間
は
、
午
前
中
か
ら

児
童
を
預
か
り
ま
す
。
開
所
時
間

や
利
用
料
は
、
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

今
回
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
申
し
込

み
を
、
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

保
育
課
（
内
線
５

２
３
９
）

平
成
22
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
児
童
募
集

対
象

平
成
22
年
度
の
小
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で

※
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
高

学
年
も
受
け
付
け
ま
す

申
込
期
間

12
月
１
日
（
火
）
か

ら
15
日
（
火
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

申
込
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

い
せ
さ
き
市
民
の
も
り
公
園
周

辺
の
坂
東
大
橋
石
山
線
沿
道
を
、

屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
禁
止

地
域
に
指
定
し
ま
し
た
。
こ
の
禁

止
地
域
で
は
、
山
々
の
輪
郭
線
と

田
園
の
広
が
り
で
構
成
さ
れ
る
景

観
を
維
持
す
る
た
め
、
12
月
１
日

（
火
）
か
ら
、
原
則
と
し
て
屋
外

広
告
物
の
表
示
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

本
市
で
は
、
今
後
も
屋
外
広
告

物
条
例
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性

に
合
わ
せ
た
良
好
な
景
観
の
形
成

や
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
危
害

の
防
止
に
努
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

景
観
担
当
課
（
内

線
３
４
０
３
）

屋
外
広
告
物
の
表
示

禁
止
地
域
を
指
定
し
ま
し
た

平
成
21
年
12
月
１
日
現
在
の
住

民
登
録
者
に
、
成
人
式
の
案
内
状

を
郵
送
し
ま
す
。

市
外
へ
転
出
し
て
い
る
本
市
出

身
者
で
、
出
席
を
希
望
す
る
場
合

は
、
12
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
市

民
活
動
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
場
・
時
間

左
表
の
と
お
り

※
開
始
時
間
の
45
分
前
か
ら
受
付

を
開
始
し
ま
す

※
希
望
す
る
会
場
に
参
加
で
き
ま

す※
殖
蓮
中
学
校
区
の
式
典
で
は
、

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
行
い
ま

す※
特
別
支
援
学
校
の
会
場
に
は
、

体
の
不
自
由
な
人
の
た
め
の
控
室

が
用
意
し
て
あ
り
ま
す

平
成
22
年
の
成
人
式
は
１
月
10
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す

対
象

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

※
新
成
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や

地
域
の
皆
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
課
（
蕁

（21）
６
７
１
２
）

禁止地域指定範囲図 

いせさきいせさき 
市民のもり公園市民のもり公園 
いせさき 
市民のもり公園 

坂東大橋石山線坂東大橋石山線 坂東大橋石山線 

禁止地域指定範囲禁止地域指定範囲 禁止地域指定範囲 

50m
50m

後
５
時
15
分

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
直
接
保
育
課
へ

※
申
込
書
は
、
保
育
課
・
各
ク
ラ

ブ
に
あ
り
ま
す

申
し
込
み
の
期
間
・
方
法
は
、

直
接
ク
ラ
ブ
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

公
設
民
営
の
ク
ラ
ブ

民
設
民
営
の
ク
ラ
ブ

小学校区  ク　ラ　ブ　名 所　　在　　地 

小学校区  ク　ラ　ブ　名 所　　在　　地 

定員 

36人 

59人 

59人 

上泉町（蕁25－0440） 

上植木本町（蕁22－1665） 

連取町（蕁24－8089） 

曲輪町（蕁22－3998） 

曲輪町（蕁22－1169） 

上植木本町（蕁26－6266） 

上諏訪町（蕁25－7303） 

昭和町（　080－1981－0363） 

茂呂町二丁目（蕁22－0635） 

波志江町（蕁23－2997） 

堤下町（蕁26－9288） 

田中島町（蕁24－1761） 

堀口町（蕁32－1400） 

馬見塚町（蕁32－3691） 

馬見塚町（蕁32－2440） 

柳原町（蕁21－7380） 

日乃出町（蕁21－0521） 

山王町（蕁26－6501） 
 

新栄町（蕁26－4115） 

戸谷塚町（蕁32－1400) 

連取町（蕁21－5500） 

連取町（蕁24－0010） 

連取町（蕁26－8652） 

東小保方町（蕁62－7777） 

境（蕁74－5523） 

 
境下渕名（蕁76－4141） 

境下武士（蕁74－5841） 

境米岡（蕁74－5599） 

 

南 小  

殖 蓮 小  

宮郷第二小 

北 小  
 

 

殖 蓮 小  

 

茂 呂 小  

三 郷 小  
 

宮 郷 小  

名 和 小  

豊 受 小  
 

北 第 二 小  

殖蓮第二小 

 

広 瀬 小  

 

坂 東 小  

 

宮郷第二小 

 

あずま南小 

境 小  
 

境 采 女 小  

境 剛 志 小  

境 東 小  

南 小 学 校  

殖 蓮 小 学 校  

宮 郷 第 二 小 学 校  

北 

こ ど も i ら ん ど  

さ く ら ん ぼ  

赤 城  

Ｈ Ｏ Ｐ  

も ろ  

ト ト ロ の 家  

ア ル バ  

ハ ロ ー キ ャ ン パ ス  

どんぐり（名和教室） 

ゆ た か  

ポ プ ラ  

ひ ま わ り  

あ お ぞ ら  

あ す な ろ 館  

あ す な ろ 館 第 2  

ひ ろ せ こ ど も の 家  

どんぐり（坂東教室） 

み ら い  

わ か ば  

な の は な  

よ つ ば  

す ぎ な 教 室  

第 2 す ぎ な 教 室  

う ね め 教 室  

ひ ま わ り 教 室  

た け の こ 教 室  

ホ ッ プ 

アイ 

公設民営のクラブ 

民設民営のクラブ 

●
定
住
自
立
圏
構
想
と
は

一
つ
の
中
心
市
と
周
辺
の
市
町

村
で
一
つ
の
圏
域
を
つ
く
り
、
共

に
支
え
合
っ
て
、
地
方
圏
の
人
口

流
出
を
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、

三
大
都
市
圏
か
ら
の
人
の
流
れ
を

つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
構
想
で
す
。

中
心
市
の
都
市
機
能
と
周
辺
市

町
村
の
環
境
・
歴
史
・
文
化
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
集
約
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
し
て
、
相
互
に
役
割

を
分
担
し
、
定
住
の
受
け
皿
と
な

る
自
立
し
た
生
活
圏
域
の
形
成
を

進
め
ま
す
。

●
中
心
市
に
な
る
た
め
の
要
件

圏
域
を
つ
く
る
に
は
、
中
心
市

の
人
口
や
中
心
市
へ
の
周
辺
市
町

村
か
ら
の
通
勤
・
通
学
割
合
な
ど
、

一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。
全
国

で
は
、
２
４
３
市
が
中
心
市
に
な

る
要
件
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
県

内
で
は
、
本
市
を
含
め
６
市
が
該

当
し
て
い
ま
す
。

●
定
住
自
立
圏
構
想
に
取
り
組
む

メ
リ
ッ
ト

定
住
自
立
圏
構
想
で
は
、
圏
域

全
体
の
人
口
や
面
積
な
ど
か
ら
算

出
し
た
、
中
心
市
・
周
辺
市
町
村

へ
の
特
別
交
付
税
措
置
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
圏
域
で
の

補
助
金
・
交
付
金
の
優
先
採
択
や

民
間
主
体
の
事
業
へ
の
融
資
の
活

用
、
地
域
活
性
化
事
業
債
の
新
設

な
ど
の
財
政
措
置
が
あ
り
ま
す
。

●
今
後
の
取
り
組
み

本
市
は
、
合
併
１
市
圏
域
（
※
）

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

ま
ず
、
中
心
市
宣
言
を
行
い
、

地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
機
能
を

生
か
し
て
連
携
す
る
こ
と
で
、
生

活
機
能
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
圏
域

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
強
化
し
、

地
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
意
思

を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

そ
の
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
し
、
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
や
定
住
自
立
圏
形
成

方
針
を
作
成
し
て
、
議
会
の
議
決

を
経
て
、
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
（
内

線
５
４
６
３
）

住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し

定
住
自
立
圏
構
想
に
取
り
組
み
ま
す

※合併１市圏域
中心市のうち、広域的な合併を

行った合併市であって、人口最大
の旧市の昼夜間人口比率が１以上
のものは、合併１市で定住自立圏
を形成することができます。
この場合、旧市で中心市宣言を

行い、人口最大の旧市を中心地域、
他の旧市町村を周辺地域として
「定住自立圏形成方針」を議会の
議決を経て、策定できます。

中学校区  会　　　　　場 開 始 時 間  

第一中学校 

第二中学校 

第三中学校 

第四中学校 

殖蓮中学校 

宮郷中学校 

赤堀中学校 

あずま中学校 

境南中学校 

境北中学校 

境西中学校 

特別支援学校 

市役所・東館5階大会議室 

市民プラザ・ホール 

文化会館・小ホール 

市民プラザ・ホール 

文化会館・小ホール 

市役所・東館5階大会議室 

赤堀芸術文化プラザ・ホール 

あずまホール 

境総合文化センター・大ホール 

境総合文化センター・小ホール 

境総合文化センター・小ホール 

ふくしプラザ ･多目的ホール 

午前10時30分 

 

 

午前10時30分 

午前10時30分 

 

 

 

 

午前10時30分 

 

午後2時 

午後2時 

 

 

午後2時 

午後2時 

午後2時 

午後2時 

 

午後2時 

午後2時 

会場一覧 
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初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
楽
し

め
る
講
習
会
で
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

11
月
19
日
（
木
）
・
12
月

９
日
（
水
）
の
２
日
間

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

※
体
育
館
履
き
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

●
ダ
ン
ピ
ア
で
農
業
ま
つ
り
に
参

加
し
よ
う

み
ん
な
で
楽
し
く
踊
っ
て
農
業

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

期
日

11
月
23
日
（
祝
）

時
間

正
午
開
始

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
４
５
２
）

ダ
ン
ピ
ア
い
せ
さ
き

を
踊
ろ
う

耕
作
し
て
い
な
い
た
め
荒
れ
地

に
な
っ
て
い
る
遊
休
農
地
を
、
耕

作
が
で
き
る
状
態
に
再
生
す
る
活

動
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

遊
休
農
地
の
再
生
活
動

を
行
う
農
業
者
、
集
落
営
農
組
織

な
ど

対
象
農
地

農
業
委
員
会
に
よ
る

耕
作
放
棄
地
全
体
調
査
に
基
づ
く

遊
休
農
地

交
付
額

●
利
用
権
を
設
定
し
て
再
生
活
動

を
行
う
場
合
＝
２
万
円

●
作
業
受
委
託
契
約
に
よ
り
再
生

活
動
を
行
う
場
合
＝
１
万
円
〜
２

万
円

※
10
ア
ー
ル
あ
た
り
の
交
付
額
で

す問
い
合
わ
せ

農
政
課
（
内
線
３

４
５
３
）
ま
た
は
各
支
所
経
済
振

興
室

遊
休
農
地
の
再
生
活
動
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

伊
勢
崎
都
市
計
画
道
路
３
・
２

２
号
南
部
幹
線
の
、
韮
塚
町
か
ら

西
の
計
画
幅
員
の
変
更
案
を
縦
覧

に
供
し
ま
す
。

【
都
市
計
画
道
路
の
名
称
】

都
市
計
画
道
路
３
・
２
・
２
号
南

部
幹
線

【
縦
覧
】

期
間

11
月
17
日
（
火
）
か
ら
12

月
１
日
（
火
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

県
都
市
計
画
課
・
伊
勢
崎

土
木
事
務
所
・
市
都
市
計
画
課

問
い
合
わ
せ

県
都
市
計
画
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
６
―
３
６
５
４
）

ま
た
は
市
都
市
計
画
課
（
内
線
５

４
２
２
）

【
意
見
書
の
提
出
】

こ
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
の

あ
る
人
は
住
所
・
氏
名
・
意
見
を

明
記
し
た
意
見
書
を
提
出
で
き
ま

す
。

あ
て
先

〒
３
７
１
―
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１
―
１
―
１
　
県

都
市
計
画
課

締
切
日

12
月
１
日
（
火
）
必
着

※
意
見
書
は
各
会
場
で
も
提
出
で

き
ま
す

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

・

本
市
の
調
査
・
測
量
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
の
競
争
入
札
お
よ

び
見
積
も
り
合
わ
せ
に
参
加
を
希

望
す
る
業
者
は
、
登
録
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
建
設
工
事
の
申
請
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す

期
間

●
予
備
登
録
＝
11
月
24
日
（
火
）

か
ら
12
月
10
日
（
木
）
ま
で

●
本
登
録
＝
11
月
24
日
（
火
）
か

ら
12
月
18
日
（
金
）
ま
で

※
平
成
20
・
21
年
度
登
録
済
み
の

業
者
は
、
本
登
録
か
ら
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

申
請
方
法

ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共

同
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（h
ttp
s://p

o
rta
l.g
-e
b
id
.e
-

gu
n
m
a
.lg.jp

）
か
ら
申
請
し
て

く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

ま
た
は
契
約
検
査
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
申
請
の
し

お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

契
約
検
査
課
（
内

線
５
４
５
４
）

平
成
22
・
23
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
調
査
・
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）
が
始
ま
り
ま
す

子
育
て
と
い
う
と
、
親
の
責
任

ば
か
り
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

親
が
そ
の
責
任
を
十
分
に
果
た
す

に
は
、
周
囲
の
理
解
と
支
え
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
親
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
周
囲
か
ら
一
方
的
に
「
理
想

の
親
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
押
し
付

け
ら
れ
る
の
で
は
、
精
神
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
か
ら
親
だ
け
が
子
ど
も
を
育

て
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

親
が
中
心
に
な
る
の
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
が
、
親
族
や
地
域
の
人

た
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
、
そ
し

て
地
域
社
会
な
ど
が
子
育
て
に
深

く
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
核
家
族
化

が
進
み
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
り
、
親
が
孤
立
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
子
育
て
を
し
て

い
る
親
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
困

難
を
自
分
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
、
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と

協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
児
童
家
庭
課
）

育
て
よ
う

優
し
い
心
と

み
ん
な
の
笑
顔

（
赤
堀
小
　
田
沼
夏
実
さ
ん
）

親
ま
か
せ
に
し
な
い
子
育
て

子
育
て
は
地
域
の
中
で

http://www.library.isesaki.gunma.jp

■手づくり手芸講座
「トラのオーナメントと巻き絵本」
を作ろう
期日 12月19日（土）
時間 午前9時30分
対象 市内に在住の小学生
※小学2年生までは親子で参加
してください
定員 20人（先着順）
講師 木村有子さん
参加料 無料
申し込み 11月28日（土）から

■「子馬の会」の皆さんによる
読み聞かせ
期日 12月12日（土）
時間 午後2時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

休 館 日  水曜日、12月23日（祝）、 
24日（木）、29日（火）から 
平成22年1月3日（日）まで 

蕁23－2346伊勢崎市図書館 

■こどもアニメシアター
「むかしばなし・うらしまたろう」
ほか
期日 12月13日（日）
時間 午後1時30分開始

■人形劇
「3匹のこぶた」ほか
期日 12月20日
（日）

時間 午後2時開始

■「たんぽぽの会」の皆さんによ
る読み聞かせ
期日 12月12日（土）
時間 午前11時開始
会場 境絹の館（境図書館隣）

■こども映画会
「仮面ライダーブレイド
MISSING ACE」
期日 12月26日（土）
時間 午後2時開始

休 館 日  月曜日、12月23日（祝）、 
25日（金）、29日（火）から 
平成22年1月4日（月）まで 

蕁62－9988あずま図書館 おすすめ新着図書情報 

●大人の本
だから、新書を読みなさい

奥野宣之/著
ココ・シャネル　時代に挑戦した
炎の女
エリザベート･ヴァイスマン/著

新型インフルエンザはなぜ恐ろし
いのか

推谷仁/著
ゴルフ場は自然がいっぱい

田中淳夫/著
北方謙三の「水

すい

滸
こ

伝
でん

」ノート
北方謙三/著

●子どもの本
親子で読みたいお天気のはなし

下山紀夫/作
言葉はライブだ！

内多勝康/著
ぐりとぐらのしりとりうた

なかがわりえこ/作
またまたトリック、あばきます。

石崎洋司/作
ロンド国物語4 消えた魔法使い

エミリー･ロッダ/作

休 館 日  月曜日、12月23日（祝）、 
25日（金）、29日（火）から 
平成22年1月4日（月）まで 

蕁74－0209境図書館 

休 館 日  第1・3火曜日、12月25日 
（金）、29日（火）から平成 
22年1月3日（日）まで 

蕁63－1200赤堀図書館 

休 館 日  第2・4火曜日、12月29日 
（火）から平成22年1月3日 
（日）まで 

蕁32－9488市民プラザ図書室 

体験学習名 期日・時間 内　　　　容 定　員 参 加 料 対　象 申し込み 

11月26日（木） 
午前9時30分 
から 

今月の休館日…火曜日と25日の水曜日　 12月の休館日…火曜日と24日の木曜日 
年末年始の休館日…12月29日（火）から平成22年1月5日（火）まで 

※小学3年生以下は保護者の付き添いが必要です 

無料 
12月13日（日） 
午後1時30分 

子供のもりの音楽会 
クリスマスコンサート 

伊勢崎ジュニアオーケストラの皆さ 
んによる管弦楽器を中心とした演奏 
を楽しみます 

誰でも参加でき 
ます 

100円 
12月23日（祝） 
午後1時30分 

クリスマス 
キャンドル作り 

溶かしたろうに飾りを付けて、クリ 
スマスキャンドルを作ります 

20人 小・中学生 

20人 

なし 

12月6日（日） 
午前10時30分 

もちつき 
うすときねを使ってもちつきをし、 
できたもちを試食します 

4歳から中学生と 
その保護者 

100円 

10組 
12月20日（日） 
午後1時30分 

親子で和だこ作り 
竹ひごに和紙をはって和だこをつく 
り、たこ揚げを楽しみます 

小・中学生と 
その保護者 

100円 

▲ ダンピアでまつりを盛り上げよう
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▲ 熱気にあふれる自転車のオークション▲ サンバのリズムが会場全体を盛り上げる

▲ ぱりぱりの「おせんべい」も大好き

10月25日、市民のもり
公園で「いせさきもん
じゃまつり」が「市民緑
花フェア」と同時開催さ
れました。もんじゃを試
食した皆さんは「懐かし
くておいしい」「子どもの
ころよく食べたよね」な
どと言いながら、満足
そうに味わっていました。 

地元の味に舌鼓 

10月25日、「環境フェスティバル」
が清掃リサイクルセンター21で
開催されました。会場ではフリー
マーケットや企業・団体の展示など、
見所が満載。中でもリサイクル自
転車のオークションには多くの人
が参加し、盛り上がりを見せました。 

エコへの意識高まる 

▲ 各方面隊の代表による放水訓練

10月18日、消防団員と
女性防火クラブ会員が一
堂に会して、「秋季消防点
検」がちびっこ広場で開催。
それぞれの職務が的確
に遂行されるように軽可
搬ポンプ操法・車両操練
などの点検を受けました。 

火災に備えて 
　　　　 一斉点検 

10月17日・18日、小泉稲荷
大鳥居周辺に色とりどりの
コスモスが咲きそろう中、「小
泉コスモスまつり」が盛大
に開催されました。訪れた
皆さんは、コスモス畑での
散策を楽しみながら、秋の
休日を満喫していました。 

コスモスに 
　　彩られた大鳥居 

10月18日、「あかぼり小菊の
里まつり」が小菊の里で開催
され、小菊や豚汁の無料配布、
農産物の直売などが行われま
した。会場には、ボランティア
が育てた黄色や白色の玉菊が
一面に広がり、訪れた皆さん
の目を楽しませていました。 

一
面
の
小
菊
に
 

　
　
　
誘
わ
れ
て
 

▲ 咲きそろった玉菊に感嘆の声

▲ あたり一面のコスモスに囲まれて

10月18日、本市と交流の深い地域が参
加した「絣の郷交流まつり」が、絣の郷で
開催されました。同時開催されたイベン
トなどでは外国の文化も紹介され、各地
域の伝統芸能や外国の歌・ダンスが訪
れた多くの人を楽しませていました。 

文化を超えて交流を 

▲ ろうそくの光に目を奪われる

10月17日・18日、「いせさ
き燈華会」がいせさき明治
館・赤石楽舎周辺で開催さ
れました。ろうそくの明か
りがともされると、見慣れ
たまちの風景は一変。幻想
的な情景を一目見ようと、
たくさんの人が訪れました。 

闇夜にきらめく 
ろうそくの明かり 

とう か え 

蜻

感
謝
状
を
受
け
る
貢
献
企
業
の
皆
さ
ん

産
業
振
興
貢
献

　
企
業
表
彰
式

10月 29日、「産業振興貢献企
業表彰式」が文化会館で開催さ
れました。厳しい不況の中でも、
本市の産業振興に貢献した市内
外の企業25社に、五十嵐市長
から感謝状が贈呈されました。 



期
日

12
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

ち
ば
て
つ
や
さ
ん
・
里
中

満
智
子
さ
ん
ら
の
人
権
を
テ
ー
マ

に
し
た
漫
画
の
パ
ネ
ル
や
、
や
な

せ
た
か
し
さ
ん
の
「
ぐ
ら
ぐ
ら
も

り
の
お
ば
け
」
の
パ
ネ
ル
を
展
示

し
ま
す

※
市
内
の
小
・
中
学
生
が
描
い
た

人
権
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
も
展

示
し
ま
す

入
場
料

無
料

期
日

12
月
６
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
30
分
開
演

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

内
容

マ
ジ
ッ
ク
・
太
極
拳
・
簡

単
レ
シ
ピ
の
配
布
・
将
棋
体
験

入
場
料

無
料

期
日

12
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
６
日
は
午
後
４
時
ま
で

内
容

●
各
種
団
体
の
活
動
紹
介

●
各
種
団
体
に
よ
る
即
売
会

●
豚
汁
販
売
＝
５
日
・
午
前
11
時

30
分
開
始
・
先
着
３
０
０
人

●
は
ー
と
ふ
る
コ
ン
サ
ー
ト
＝
６

日
・
午
後
１
時
30
分
開
演

子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た
絵
画

工
作
を
展
示
し
ま
す
。

期
間

11
月
28
日
（
土
）
か
ら
30

日
（
月
）
ま
で

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場

文
化
会
館

人
権
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
著
名

な
漫
画
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ま
で
に
電で

ん

話わ

で
県け

ん

観か
ん

光こ
う

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

会か
い

（
蕁
０
２
７
―
２
４
３
―
７
２
７

１
）

※
申も

う

し
込こ

み
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

に
よ
り
当と

う

日じ
つ

受う
け

付つ
け

も
行

お
こ
な

い
ま
す

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（74）
１
３
６
３
）

期
日
・
会
場

●
12
月
８
日
（
火
）
＝
赤
堀
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
12
月
17
日
（
木
）
＝
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

●
12
月
17
日
（
木
）
＝
伊
勢
崎
保

健
福
祉
事
務
所
（
下
植
木
町
、
蕁

（25）
５
０
６
６
）

受
付
時
間

午
後
２
時
〜
３
時

内
容

心
の
健
康
に
関
し
、
専
門

医
が
相
談
に
応
じ
ま
す

相
談
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

事
前

に
電
話
で
各
会
場

期
日

12
月
18
日
（
金
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

法
務
局
で
は
、
人
権
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

期
日

月
・
水
曜
日

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除

き
ま
す

会
場

前
橋
地
方
法
務
局
伊
勢
崎

支
局
（
太
田
町
）

生せ
い

活か
つ

す
る
上う

え

で
抱か

か

え
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
問も

ん

題だ
い

を
、
専せ

ん

門も
ん

家か

に
相そ

う

談だ
ん

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期き

日じ
つ

12
月が

つ

６
日に

ち

（
日

に
ち
よ
う
び）

時じ

間か
ん

午ご

前ぜ
ん

10
時じ

〜
午ご

後ご

３
時じ

会か
い

場じ
ょ
う

絣か
す
り

の
郷さ

と

（
市し

民み
ん

交こ
う

流り
ゅ
う

館か
ん

）

対た
い

象し
ょ
う

県け
ん

内な
い

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

と

そ
の
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

相そ
う

談だ
ん

員い
ん

弁べ
ん

護ご

士し

・
行ぎ

ょ
う

政せ
い

書し
ょ

士し

・

社し
ゃ

会か
い

保ほ

険け
ん

労ろ
う

務む

士し

相そ
う

談だ
ん

料り
ょ
う

無む

料り
ょ
う

※
当と

う

日じ
つ

は
、
英え

い

語ご

・
中ち

ゅ
う

国ご
く

語ご

・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

・
ス
ペ
イ
ン
語ご

・

タ
ガ
ロ
グ
語ご

の
通つ

う

訳や
く

が
い
ま
す

申も
う

し
込こ

み
・
問と

い
合あ

わ
せ

前ぜ
ん

日じ
つ

人
権
マ
ン
ガ
パ
ネ
ル
展

人
権
課
（
内
線
２
４
４
６
） ・

相
談

保
健

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

竜宮浄水場（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店へ

※本庄市給水区域（境島村の利根川右岸地域）は本庄市水道部水道課
（蕁0495－22－2151）、深谷市給水区域（境平塚の利根川右岸地域）
は深谷市水道部工務課（蕁048－574－6661）へ連絡してください

●12月 5日（土）
●12月 6日（日）
●12月12日（土）
●12月13日（日）

長瀬工業
丸新設備工業
豊鉄水工業
丸橋設備

蕁74－0484
蕁25－0554
蕁32－1526
蕁25－2412

ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
（
ぐ

ん
ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー

ト
）
は
、
協
賛
の
店
舗
で
カ
ー
ド

を
提
示
す
る
と
、
割
引
や
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
カ
ー
ド
で
す
。

協
賛
の
店
舗
は
、
県
の
子
育
て

情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
ぐ
ん
ま

子
育
て
応
援
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（http://kodom
o.pref.gunm

a.jp

）

で
確
認
で
き
ま
す
。

対
象

18
歳
に
達
し
て
最
初
の
３

月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
子
ど
も

ま
た
は
妊
婦
の
い
る
家
庭

有
効
期
限

平
成
25
年
３
月
31
日

※
子
ど
も
が
18
歳
に
達
し
た
場
合

は
、
そ
の
後
最
初
の
３
月
31
日

配
布
方
法

学
校
・
幼
稚
園
・
保

育
所
（
園
）
で
配
布
し
ま
す
。
家

庭
で
育
児
し
て
い
る
人
や
妊
娠
中

の
人
に
は
、
児
童
家
庭
課
・
各
支

所
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す

12
月
４
日
（
金
）
か
ら
10
日
（
木
）

ま
で
は
、
人
権
週
間
で
す
。

人
権
と
は
何
か
、
人
権
の
尊
重

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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ISESAKI INFORMATION

会
場

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所

対
象

妊
産
婦
・
乳
幼
児
か
ら
思

春
期
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容

小
児
精
神
科
医
に
よ
る
診

断
・
相
談
な
ど

相
談
料

無
料

申
し
込
み

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事

務
所
へ

12
月
の
は
つ
ら
つ
健
康
教
室
は
、

「
伊
勢
崎
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
応

援
と
初
冬
の
赤
城
山
を
眺
め
な
が

ら
の
小
さ
な
旅
」
を
テ
ー
マ
に
、

約
6.5
km
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

期
日

12
月
６
日
（
日
）

時
間

９
時
15
分
絣
の
郷
北
側
駐

車
場
集
合

参
加
料

無
料

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す

期
日

12
月
１
日
（
火
）

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容

医
師
・
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
健
康
相
談
や
血
圧
・
血
糖

尿
検
査
な
ど

相
談
料

無
料

申
し
込
み

事
前
に
電
話
で
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
へ

12

●伊勢崎市役所 ・・・・・・・・・・・・・蕁0270－24－5111 

●赤堀支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁0270－62－1151 

●あずま支所 ・・・・・・・・・・・・・・・蕁0270－62－1311 

●境支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁0270－74－1111 

開庁時間　午前8時30分～午後5時15分 

●火災情報案内（24時間） ・・・・蕁0180－99－2999 

●救急テレホンサービス（24時間） ・・・・蕁0270－23－1299

ISESAKI  INFORMATION

情報掲示板 

前
橋
地
方
法
務
局
伊
勢
崎
支
局

（
蕁
（25）
０
７
５
８
）

法
務
局
人
権
相
談
を

ご
存
知
で
す
か

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
た
め
の
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

国こ
く

際さ
い

課か

（
内な

い

線せ
ん

５
４
３
２
）

子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所

（
蕁
（25）
５
０
６
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

は
つ
ら
つ
健
康
教
室

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

学
校
教
育
課
（
内
線
２
４
３
９
）

幼
・
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校

美
術
展

児
童
家
庭
課
（
内
線
５
２
３
３
）

ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
の

対
象
が
変
わ
り
ま
し
た

医
師
に
よ
る
健
康
相
談

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

・

お
知
ら
せ

催
し

人
権
週
間人

権
課
（
内
線
２
４
０
５
）

諸
芸
部
門
発
表
会

文
化
観
光
課
（
内
線
３
４
５
２
）

は
〜
と
ふ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
（
蕁
（26）
７
７
３
３
）

施設の無料開放 施設の無料開放 施設の無料開放 
市民スポーツの日 

毎月第1日曜日は市民スポーツの
日です。運動施設を無料開放します
ので、ぜひご利用ください。

期日 12月6日（日）
時間 午前9時～午後5時
会場
①あずま総合運動公園テニスコート（人工芝2面・
クレー2面）
②境体育館（バドミントン・卓球・トレーニングなど）

対象 市内に在住・在勤・在学の人
※小学生（トレーニングは中学生）以下は保護者同
伴で利用してください
申し込み 当日直接会場へ
※満員の場合は利用できないこともあります。また、
天候によっては閉鎖することもあります
問い合わせ
①あずま運動施設管理事務所（蕁62－7271）
②境運動施設管理事務所（蕁74－1113）

期日 12月6日（日）

交通規制時間 午前9時20分～午後0時30分

問い合わせ スポーツ振興課（蕁30－1302）

伊
勢
崎
大
胡
線 

北関東自動車道 

い
せ
さ
き
聖
苑 青少年育成 

センター 

両
毛
線
 

石井 
病院 

県立伊勢崎商業高等学校 

三郷小学校 

三郷公民館 

第
三
中
学
校 

野
球
場 

陸上競技場 

第二市民 
体育館 

華
蔵
寺
公
園

華
蔵
寺
公
園 

 

華
蔵
寺
公
園 

交通規制 交通規制 

期日 11月19日（木）
時間 午後2時開始
会場 三郷公民館
定員 7人（先着順）
申し込み 当日の午後1時40分から1時55分までに
直接会場へ
問い合わせ 教育委員会総務課（内線2437）

教育委員会11月定例会 
傍聴しましょう  



青少年指導センター 

 

消費生活センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境支所会議用庁舎 

 

社会福祉課 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童家庭課 

 

ふくしプラザ 

 

ふくしプラザ 

 

農業委員会事務局 

 

教育研究所 

期日　月曜日から金曜日まで 

時間　午後1時～5時 

期日　月曜日から金曜日まで 

時間　午前9時～午後4時 

期日・会場 

  4日（金）＝市役所東館5階大会議室 

  8日（火）＝あずま支所2階小・中会議室 

15日（火）＝境支所2階第2・3会議室 

18日（金）＝市役所東館5階大会議室 

22日（火）＝赤堀支所2階第2・3会議室 

時間　午後2時～4時 

　※期日の7日前から電話で申し込んでください 

期日　9日（水） 

時間　午前10時～午後3時 

期日　月曜日から金曜日まで 

時間　午前8時30分～午後5時15分 

期日・会場 

月曜日＝社会福祉会館（社会福祉協議会） 

火曜日＝赤堀保健福祉センター（社会福祉協議会赤堀支所） 

水曜日＝高齢者生きがいセンター（社会福祉協議会あずま支所） 

金曜日＝境地域福祉センター（社会福祉協議会境支所） 

　※祝日・第5水曜日は除きます 

時間　午後1時～4時 

　※受付は午後3時までです 

期日・会場 

月曜日から金曜日まで＝家庭児童相談室（児童家庭課内） 

  2日（水）＝児童センター 

  9日（水）＝赤堀あさひ児童館 

16日（水）＝境児童センター 

時間　午前10時～午後1時 

　※家庭児童相談室は、午前8時30分～午後5時15分 

期日　月・火・木・金曜日 

時間　午前10時30分～午後5時15分 

期日　10日・24日の木曜日 

時間　午後1時30分～2時30分 

期日　3日・10日・17日・24日の木曜日 

時間　午前10時～午後3時 

期日　水曜日 

時間　午前8時30分～午後4時 

期日　月曜日から金曜日まで 

時間　午前9時～午後5時 

青少年相談 

 

消費生活相談 
 

 

 

 

人権法律行政相談
 

 

 

 

 

年金相談 
 

生活保護相談 
 

 

 

 

心配ごと相談 

 

 

 

 

 

 

 

児童家庭相談 

 

 

 

母子相談 

 

高齢者健康相談 

 
おとしより 

なんでも相談 

農地相談 

 

教育相談
 

 

相　談　名 期　日　・　時　間 問　い　合　わ　せ  会　　　場 

12
青少年指導センター（蕁23－8080） 

 

消費生活センター（蕁20－7300） 

 
 

 

人権課（内線2405） 

あずま支所庶務課（蕁62－1311） 

境支所庶務課（蕁74－1111） 

赤堀支所庶務課（蕁62－1151） 

 

 

境支所住民課（蕁74－0237） 

 

社会福祉課（内線5229）
 

 

 

社会福祉協議会（蕁25－4546） 

社会福祉協議会赤堀支所（蕁62－0066） 

社会福祉協議会あずま支所（蕁20－2666） 

社会福祉協議会境支所（蕁74－5294） 　 

 

 

 

児童家庭課（内線5234） 

児童センター（蕁23－6463） 

赤堀あさひ児童館（蕁63－1616） 

境児童センター（蕁70－6100） 

 

 
児童家庭課（内線5234） 

 
ふくしプラザ（蕁26－7733） 

 
ふくしプラザ（蕁26－7733） 

※電話相談は蕁26－7744 

農業委員会事務局（内線3158） 

 

教育研究所（蕁30－1234） 

年末年始の休み（12月29日～平成22年1月3日） 
にご注意ください 

15

ISESAKI INFORMATION

お
正
月
用
寄
せ
植
え
教
室

期
日

12
月
16
日
（
水
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

境
島
村
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

春
先
ま
で
楽
し
め
る
寄
せ

植
え
を
作
り
ま
す

参
加
料

３
０
０
０
円

申
し
込
み

11
月
30
日
（
月
）
か

ら
境
島
村
公
民
館
へ

護
身
術
教
室

期
日

12
月
12
日
・
19
日
の
土
曜

日
（
全
２
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

あ
ず
ま
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
の
中
学
生
以

上
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み

11
月
24
日
（
火
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
あ
ず
ま
公
民
館

へ

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
石
原
好
雄
さ
ん
（
境
下
武
士
）

か
ら
文
化
財
保
護
課
へ
「
下
武
士

村
近
世
地じ

方か
た

文も
ん

書じ
ょ

」「
戸
長
役
場

文
書
史
料
」
約
１
１
０
０
点

蟋
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院
か
ら

福
祉
事
業
基
金
へ
２
万
４
６
１
７

円蟋
井
田
芳
さ
ん
（
下
植
木
町
）
か

ら
殖
蓮
公
民
館
へ
茶
道
具
一
式

蟋
岡
田
弘
美
さ
ん
（
八
坂
町
）
か

ら
伊
勢
崎
ハ
イ
ツ
へ
各
種
野
菜
80

kg蟋
名
和
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
同
校

へ
鉄
棒
・
タ
イ
ヤ
遊
具
一
式

蟋
伊
勢
崎
遊
技
場
組
合
か
ら
防
犯

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
防
犯
ブ
ザ
ー
15

個蟋
武
井
和
男
さ
ん
（
今
井
町
）
か

ら
商
工
労
働
課
へ
着
物
一
式

蟋
東
京
電
力
（株）
群
馬
支
店
前
橋
支

社
か
ら
市
内
各
所
へ
防
犯
灯
50
基

蟋
光
＆
泉
ダ
ン
ス
愛
好
会
か
ら
福

祉
事
業
基
金
へ
３
万
円

蟋
サ
ン
デ
ン
物
流
（株）
有
志
一
同
か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
５
０
０
０
円
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公
民
館

休日当番接骨院
●12月 6日（日）

●12月13日（日）

●12月20日（日）

●12月23日（祝）

福田接骨院

なんの接骨院

てつじ接骨院

糸井接骨院

岡部接骨院

上飯島接骨院

平田接骨院

関矢接骨院

蕁24－8231

蕁50－1117

蕁24－2440

蕁62－0329

蕁23－6780

蕁65－0950

蕁32－0498

蕁62－2914

●12月27日（日）

●12月29日（火）

●12月30日（水）

●12月31日（木）

松島接骨院

塩谷接骨院

大木接骨院

佐藤接骨院

森接骨院

関口接骨院

接骨院がく

牛込接骨院

蕁25－0018

蕁76－4690

蕁21－6880

蕁62－5534

蕁32－0115

蕁74－2859

蕁50－7833

蕁25－8164

境
島
村
公
民
館
（
蕁

（74）
9
3
4
5
）

あ
ず
ま
公
民
館
（
蕁

（62）
0
1
1
5
）

市
民
の
善
意

市税の納期

納期限は11月30日（月）です。
期限内の納税にご協力ください。コンビニエンスストア・

市民サービスセンターあずまでも納付できます。

※納期を過ぎると延滞金がつく場合があります

問い合わせ 納税課（内線3357）または各支所納税推進室

国民健康保険税 5期

市民病院では、来年度から病院内に第二売店を設置する予

定です。病院内の売店経営に、豊富な経験と能力を有する出

店者を募集します。

※出店条件（取扱品・使用許可期間）などはお問い合わせ

ください

問い合わせ 市民病院企画財政課（蕁25－5022）

募集要項配布期間 11月16日（月）から27日（金）まで

申込期間 12月9日（水）から11日（金）まで

対象 病院内の売店経営に、1年以上の実績を有する運営会

社など

設置時期 平成22年4月（予定）

設置場所 市民病院1階

伊勢崎市民病院内第二売店　出店者募集

25－4478　http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

それいけ！アンパンマンショー
期日 11月29日（日）

時間 午前11時・午後2時30分

会場 華蔵寺公園野外ステージ

観覧料 無料

市 税 納 付 窓 口  
Utilizem o novo guiche de Pagamentos de lmpostos da Cidade

期日　土・日曜日 
時間　午前9時～午後3時 
　※第4日曜日は午前9時から午後3時まで、スペイン語・ 
　ポルトガル語の通訳がいます 
会場　市役所東館1階3番窓口 
内容　市県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険 
　税の納付および納付相談 
問い合わせ　納税課（内線3276） 

＾ 
＾ 

＾ 
【
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
】 

Dia　sabados e domingos 
Horario　Das 9:00～15:00 hs 
　※No 4 d゚omingo do mes, das 9:00～15:00 hs havera um  
　interprete de portugues e espanhol. 
Local　Andar terreo do predio (novo) da prefeitura central 1 andar 
　balcao 3 
Pagamento e consultas sobre　pagamentos de imposto residencial 
  (municipal e provincial) imposto de imoveis,imposto de velulos de 
　pequena porte, imposto de seguro nacional de saude. 
　　　　　　  Depto de Reconhimento de Impostos（Nozei-ka） 
 （ramal 3276） 
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